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平成 26 年 9月 16 日 

 

各      位 

会社名 株式会社Ｔ＆Ｃホールディングス 

代表者名 代表取締役 田中茂樹 

 （コード番号 3832） 

問合せ先 取締役   松本貞子 

 （TEL. 03-5443-7489） 

 

 

（開示事項の経過）業務提携に関する覚書締結のお知らせ 

 

 平成 26 年 3 月 19 日に開示いたしました「資本・業務提携に関する基本合意書締結のお知ら

せ」において、当初、北京徳恒国際医療服務有限公司との協議書は平成 26 年 4 月中を締結予

定日としておりましたが、締結日を変更し、本日、当該協議書の一部として業務提携に関する

覚書を締結したことに伴い、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 覚書の内容 

  当社は、北京徳恒国際医療服務有限公司を通じて、北京徳恒国際医療服務有限公司また

は同社の関連法人が管理運営を行っている下記医療機関、提携医療機関および医療ネット

ワークに再生因子及びその関連商品、それらの使用に関するノウハウを提供します。 

北京京信瑞達ネットワーク技術有限公司 

徳恒提携病院（北京協和病院、中国人民解放軍総医院 301 医院など 18 国立大病院） 

徳恒 遠隔医療 

徳恒放松医療 

徳恒問診 

 

2. 日程 （変更部分には下線を付しております。） 

  （変更前） 

   協議書締結日    ： 平成 26 年 4月中（予定） 

    

  （変更後） 

   覚書締結日     ： 平成 26 年 9月 16 日 

   

3. 変更の理由 

   北京徳恒国際医療服務有限公司は、本業務提携にあたり、再生因子を使った再生医療の

業務を行う医療機関として中国人民解放軍総医院と提携することとなりましたので、当社

は、北京徳恒国際医療服務有限公司と中国人民解放軍総医院との提携契約の締結を待って

おりました。北京徳恒国際医療服務有限公司と中国人民解放軍総医院との提携契約締結に

おいて、当事者間の交渉に時間がかかっていたため本覚書の締結が遅れましたが、当該提

携契約が締結されたことから本日の本覚書締結となりました。 

なお、今回は、資本・業務提携のうち、業務提携に関する内容について覚書を締結いた

しましたが、資本提携に関する内容については、業務提携の進捗を見ながら引き続き検討
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し、別途協議書にて詳細を決定してまいります。 

  

4. 今後の見通し 

本覚書締結による当社業績に与える影響は軽微と考えますが、今後の取組みの状況によ

り業績に与える影響が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

なお、資本提携に関する内容については、業務提携の進捗を見ながら引き続き検討し、別

途協議書にて詳細を決定してまいりますが、決定次第別途開示いたします。 

 

以  上 


